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講座参加の方は、マスクの着用をお願いします。体調不良の場合は参加を控えてください。
申込み・問い合わせ ： 横浜市山下地域ケアプラザ ℡045-931-6275

▲ホームページ

講座案内

スパイスの香りいっぱい チャイ教室

インドのミルクティー
チャイの淹れ方のご紹介
日 時：7月21日（日）

10:00～11:30

定 員：10名（お子様連れOK）

＊先着順（定員になり次第締め切り）

参加費：300円（お菓子付）

講 師：VRACアーユルヴェーダ

アドバイザー 望月 聡子氏

老活じゃらん（メンバー募集）

エンディングノート作成サークル

開講日：6月～12月（8月を除く全6回）
毎月第2水曜日

時 間：13:30～15:00
参加費：無料
募集人数：12名 全6回参加できる方
＊募集締め切り：6/10

各回講座内容はHPまたはチラシをご覧ください

5月11日（土）に北八朔公園で山下地区学校地域コーディネーター’sと北八朔

公園愛護会による第25回新緑まつりが開催されました。五月晴れのすがすがし

い天気のなか、ステージ上ではチアリ―デングや楽器演奏、ダンスなど数々の

パフォーマンスが披露されました。また、会場では起震車による地震体験や、健

康チェック、ごみ分別ゲーム、木工作体験などができるブース、焼きそば、ソー

セージ、パンなどのいろいろな販売ブースがあり、大人から子供まで多くの来場

者が楽しんでいました。

山下地域ケアプラザは、オープニング後に来場者のみなさんと一緒にラジオ

体操を行い、ブースには母の日用の手作りカーネーション作りと認知症テスト

コーナーを設けたくさんの方に来ていただきました。

北八朔公園新緑まつり

ほっこりクラブ

開催日：6月26日（水）

時 間：10:00～12:00

内 容：自宅で介護をされた方からのお話しと

介護保険についての勉強会

介護保険の疑問についてお答えします

対象者：介護に興味のある方

介護をしている方、経験者など

どなたでも参加できます

介護者のつどい

ママといっしょに！Yeah！

開催日：毎月第2火曜日
時 間：10:15～11:15

11:15～11:45 おしゃべりタイム
内 容：ベビーと一緒にエクササイズ
講 師：マタニティフィットネス協会認定

インストラクター 高田 昌子氏
定 員：15組（事前申し込み必要）
参加費：500円/回
対象者：0歳～未就園児とその保護者



広報紙「ケアプラザ通信」は山下地域ケアプラザのホームページからでもご覧いただけます。

”とびひ”とは、皮膚に細菌が入り込んで水ぶくれや厚いかさぶたができる皮膚表面の感染性の病気で、正式

には伝染性膿痂疹（でんせんせいのうかしん）と言います。接触によってうつり、飛び火のようにあっという間に

全身に広がることから”とびひ”と呼ばれるようになりました。

夏場の子供に多い皮膚の病気 ”とびひ”について

夏場には２～５歳くらいで特にアトピー性皮膚炎などの基礎疾患を有する子供に多い傾向

があります。虫刺され、汗疹(あせも）、湿疹などで皮膚を掻き壊すことがきっかけで発症し、

大人でもアトピー性皮膚炎の人や乾燥皮膚の高齢者などにも起こりやすい傾向があります。

私たちの皮膚には普段から常在菌という細菌が付着しています。日常生活ではほぼ影響が

ない存在なのですが、皮膚のバリアー機能が低下しているときに傷や湿疹などから菌が皮

膚に侵入し症状を引き起こします。鼻の入り口には多くの常在菌が存在しているため、鼻を

触る癖があると鼻周囲に”とびひ”ができたり、鼻に触った手や指を介して全身に広がったり

することが多くあります。

”とびひ”には水膨れが目立つ水疱性膿痂疹（すいほうせいのうかしん）と、かさぶたが目立つ痂

皮性膿痂疹（かひせいのうかしん）の２種類があります。前者は黄色ブドウ球菌によって起き、保育園

などで梅雨時に集団発生することがあります。皮膚の中で繁殖した黄色ブドウ球菌の毒素で痒みを

伴った水疱ができ、破けるとジュクジュクした状態になり広がっていきます。

治療は細菌の繁殖を抑える目的で主に抗生物質を使います。早期に適切な治療を行えばより

早く治すことができますが、まれに全身に影響を及ぼすような重篤な状態に進展することもありま

すので早期に医療機関を受診することが肝要です。

”とびひ”は学校保健法の中で学校感染症第三種に定められているため、登園・登校して

もよいかどうかは医師・園・学校と情報を共有し相談して判断しているのが現状です。登園・

登校する場合は感染予防の処置として患部を清潔なガーゼで覆う必要があります。身体の

接触や患部に触った手指を介して他の子どもにうつってしまうことがあるため注意が必要で

す。また症状が出ている間はプールに入ることができません。プールの水を介して他の人に

うつることはありませんが、身体が触れることでうつるリスクがあるからです。

どのようにして発症するの

どんな症状がでるの

治療方法は

登校・登園はできるの

後者は主に溶血性連鎖球菌によって起き、年齢や季節を問わず突然発症します。最初は小さな

赤い腫れが、次第に痛みを伴った膿疱になり、さらに黄色味を帯びた厚いかさぶたができます。

炎症が強く、リンパ腺が腫れたり、発熱、頭痛、咽頭痛などの全身症状が出る場合もあります。

横浜市山下地域ケアプラザ協力医   岩波胃腸科外科医院院長 岩波正英 

岩波先生の健康コラム
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